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今後の課題
　事前準備のやることが多いため、新しいリーダーが入ってきたときに、彼らへのきめ細かいフォローアップが
必要。きちんとリストアップし、共有したい。

●学生参加者：髙田哲維（生物学類　 4年）
活動の成果
　 1人 1つの生活グループを持ち、4日間子供たちと協力し成長しながら過ごせた。スキーが全く初めての子た
ちに、スキーの楽しさを伝えられた。子どもたちと一緒に泊まったり、スキーを教えたりと初めてのことが多く
心配だったが、僕自身とても楽しい時間を過ごせた。

今後の課題
　スキーを教えるにあたり、途中で飽きてしまう子もいたが上手く休憩を挟んだり、気を遣ってあげられなかっ
た。

●学生参加者：鈴木夏乃子（体育専門学群　 2年）
活動の成果
　小学 1年生から高校 2年生までの子供たちと生
活を共にし、スキーのレッスンを行った。様々なプ
ログラムの中で、子供たちの挑戦する姿やグループ
の団結力を高めていく様子を見ることができた。短
い時間の中であらゆる工夫を凝らし、一つのキャン
プに創り上げていくお手伝いができたことに達成感
を感じた。

今後の課題
　子供たちの何気ない言葉に対するフォロワーがで
きず、悲しい気持ちになってしまう子がおり、難し
さを感じた。自分がわからないことが多く、焦って
しまうことが多かった。

●学生参加者：山下恵太（教育学類　 4年）
活動の成果
　スキーキャンプは、その名の通り「スキー」と「キャンプ」を同時に経験します。日中は子どもを引率してス
キーのレッスンを行い、それ以外の時間は 7人の小学生グループとキャンプの生活を行いました。今年は雪が
少なく、使わせて頂いたスキー場では開いているコースが 2つしかなかったため、いかに飽きさせずにレッス
ンを行うのかも重要になってきました。 1本ずつ目標や注意するポイントを提示して丁寧に滑ったり、滑る順
番やタイミングを工夫したり、間でおもいっきり雪遊びをする時間を取りながら、楽しく、スキーの成長につな
がるようなレッスンができた
と思います。キャンプの生活
に関しては、近くにいる分時
にはけんかをしてしまう場面
もありましたが、それを乗り
越えることでさらに仲良くな
る経験を目の当たりにして非
常に感動させられました。
　いつも貴重な経験をさせ
て頂いている茨城 YMCAさ
ん、キャンプの度にあたたか
いお言葉を下さる保護者の
方々、そして良いキャンプに
しようと共に努力してきたボ
ランティアリーダーの仲間達
には感謝してもし尽くすこと
はできません。ありがとうご
ざいました。
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今後の課題
　スキーに関しては、開いているコースが少なかったために、例年以上にコースが混雑していたことで、安全面
に気を付けることが難しく感じました。他の団体の方とも譲り合いながら、安全を第一に意識してスキーレッス
ンに臨みました。
　また、キャンプの生活に関しては、毎回担当するグループによって、子どもたちによって「どうすれば楽しく
キャンプを過ごすことができるのか」という方法が異なるので、関わり方にはいつも考えさせられます。「どう
したら相手を楽しませることができるか」を考えることは、子どもと関わる活動に限らずどのような場面でも重
要なことであるので、貴重な経験であると思います。

●学生参加者：鏡沙弥香（看護学類　 3年）
活動の成果
　前回も参加させていただいた YMCAのボランティアで、子どもたちにスキーのインストラクター・生活グ
ループのリーダーとして参加させていただきました。子ども達は 3泊 4日で大きく成長し、私の言葉にもいつ
も耳を傾けています。私のちょっとした仕草、表情で様々なことを考えていることがわかりました。特に 5年
生などの高学年の女の子では、同学年、上下の人との人間関係を構築していく時期であり、短い期間でも喧嘩や
仲間はずれ、嫌がらせなど多くの問題がありました。しかし最後にはみんなで笑って仲直りをし『楽しかった！』
と帰っていく姿が見れました。私自身も初めての体験で、子どもたちの純粋な質問や想いに自分を見つめるいい
機会になりました。

今後の課題
　良いこと、悪いことの区別をただ伝えるのではなく一緒に考えることが大切だと終わってから考えました。一
方安全面に関わることはしっかり教える、伝える、理解してもらっことが必要です。特に「なんで年下に優しく
（重たいものを持つなど）しなければいけないのか」「なんで年上だからってたくさんのこと（みんなを連れて行
く）をしなければいけないのか」と純粋な疑問にうまく答えられなかったと思いました。
　『年上だから、年下だから』そんなこと関係なく困っている人がいたら助ける、年下はまだ経験が少なくでき
ないことがみんなより多いから一緒に手伝って教えてあげる、このようなちゃんとした答えのない問題がたくさ
んあります。ボランティアの精神、みんなと協力することを子どもなりに考えてほしいと思いました。
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図 1 　�共創的コミュニティ形成によ
る T-ACT の展開と学生の成長

2019 年度　実施状況報告
　つくばアクションプロジェクト（以下、T-ACT）は、学生が自らの
関心に基づく多種多様な自発的活動を、新たな人間関係を構築しながら
実行するよう促進することで、学生の人間力を育成する筑波大学の人間
力育成事業である（図 1）。その始まりは、2008年度に文部科学省の「新
たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援 GP）」に
採択された事業「共創的コミュニティ形成による学生支援―学生・教職
員が一体となった新たな自主的活動の創生―」にある。学生支援 GPが
終了後も、筑波大学の人間力育成支援事業の一環として続けられてい
る。
　T-ACTには、学生が企画立案し展開する T-ACTアクション、教職員
が企画立案し展開する T-ACTプラン、地域活動団体が実施する社会貢
献活動に学生が自発的参加をする T-ACTボランティア（2012年度から
開始）の 3種類の活動がある。
　T-ACTが支援する諸活動は、学生・教職員・地域による共創的コ
ミュニティをベースに、半年以下の単発的・短期的活動であるため、ア
クティヴな流動性をもつことを特徴としている。学生はそれらの活動を
通して、様々な活動へ積極に加わる参加力、経験からより豊富な気持ち
や教訓を感じ取る体験力、他者と関わり協調するコミュニケート力、人
をまとめ率いる統率力、ヴィジョンを具現化し創造する企画力といった「人間力」を養うことになり、自主性と
社会性を備え、将来社会を担う人材として成長することができると期待されている。2018年度からは、T-ACT
アクションの支援対象として、ビジネスにつながりうる活動も含めるようになった。すなわち、プレ的なビジネ
ス体験を支援し、ビジネスに関するノウハウを体感しつつ、さらに発展的な支援につなげるという機能も担いつ
つある。
　本報告では2019年度の T-ACTの支援活動についてのデータをまとめる。なお、データは2020年 3月までに
T-ACT推進室で把握できたものに限られる。その中でも過去10年分のデータを示すこととする。データの出自
である学生からの活動報告等の資料は、提出されるタイミングが様々であるため、これまでの活動の全てが本報
告の執筆時点で出揃っているわけではない。したがって、本報告のデータは今後更新されることがある。

1 ．T-ACT で申請された企画等の状況
　2019年度の T-ACTアクション・プランの企画申請数は53件（アクション49件、プラン 4件）であり、その
うち42件（アクション38件、プラン 4件）が承認された（図 2）。また、2019年度までの累積承認企画数は827
件となった。2019年度に申請された企画における、プランナーは55名（重複者を除く実数は43名）であり、そ
のうち教職員のプランナーは 4名であった（図 3）。なお、プランナー数がアクション・プラン企画申請数より
も多いのは、前年度に申請された企画が2019年度に承認される等によって、年度の申請数と認められる企画数
が異なってくるからである。学生オーガナイザーは225名（実数は194名）、教職員パートナーは54名（実数は41
名）であった（図 4、図 5）。企画のパーティシパントは、各企画によって報告された参加者の概数を足し合わ
せた数のみを報告する。2019年度のパーティシパントの報告された総数は8059名であった（図 6）。T-ACTボ
ランティアに登録されている団体数は35件であり、登録団体から申請され、募集が承認されたボランティア企
画は31件であった（図 7）。また、T-ACTボランティア登録団体で活動した筑波大学生の数については、2019

図 2 　アクション・プランの企画承認数の変遷 図 3 　プランナー数の変遷
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年度から集計方法を変更し、T-ACTボランティアに参加した筑波大学生の実数としての数を報告する。その数
は97名であった（図 8）。
　T-ACTアクション・プランの申請数および承認数は2018 年度から減少した。それに伴って、プランナー数、
教職員パートナー数も減少がみられる。特に企画申請数について、ここ数年は微増であったものが転じて13件
の減少が見られ、過去最少の数となった。企画承認数も過去最少の数である。特に10月以降の申請数が伸びな
かったという実情が見られた。これには2020年 1月より日本でも感染者の確認された新型コロナウイルスの流
行の影響もあると考えられるが、それによって審議、承認を断念した活動は少ない。社会全体の風潮を受け、積
極的な課外活動は控えるべきとし、申請そのものを見送った学生がいることも考えられるが、その影響は2020
年 2月以降の時期に対してのみで限定的であろうと思われる。10月以降の申請数の少なさは、後述する T-ACT
フォーラム利用状況を踏まえて報告することとする。
　一方で、T-ACTアクション・プランにおけるオーガナイザー数は増加しており、一つ一つの企画が昨年度よ
りも多くの学生を巻き込む企画であったと考えられる。パーティシパント数も大幅に増加している。しかし、
パーティシパント数は学生による大まかな概数報告であり、実数の把握が不可能であるうえ、学生の数え方の基
準の統一も困難な指標である。かねてより指摘してきた通り、パーティシパント総数の単純な大小で企画そのも
のの良し悪しや、T-ACTの実績判断の指標とするの
は妥当ではないであろう（T-ACT推進室、2019『つ
くばアクションプロジェクト2018年度活動報告書』
より）。2019年度は、学内における不特定多数への啓
蒙活動や、学外における展覧を伴う活動、SNS上で
のキャンペーン活動などが例年に比べて多く行われて
おり、そういった活動において情報に触れた程度の参
加者もパーティシパントとして報告する活動があった
ため、パーティシパントが例年に比べ大幅に高い報告
数になったと考えられる。
　T-ACTボランティアへの登録団体数および承認
活動数は例年と同程度であった。グラフには示して
いないデータを見ると、2018年までの登録団体のう
ち2019年度も登録を継続した団体は30あり、これは
2018年度の登録継続団体の24件より数が多い。2019

図 4 　学生オーガナイザー数の変遷 図 5 　教職員パートナー数の変遷

図 6 　パーティシパント報告数の変遷

図 7 　T-ACT ボランティアの登録団体数と承認活動数の変遷 図 8 　T-ACT ボランティア登録団体で活動した学生数の変遷
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年度の 4件の減少は新規登録団体の差によるものであり、むしろ2019年度は例年よりも継続更新を行った活動
が多かったと言えるであろう。2019年度のボランティア参加学生数の増加については、一部の団体において参
加人数が増えるといったことが見られている。一つの団体が複数の活動を募集し、それらの活動をまたいで学生
の参加を促すという形で、学生に様々な体験を提供してくださるというケースもあった。このように企画を横断
したつながりで体験を提供できることは、T-ACTボランティアを活用する学生にとって、一つの団体との信頼
関係に基づいて、一つに留まらない活動を体験できるという点で、有意義であると考えられる。T-ACTを継続
的に活用してボランティア活動を展開する上記のような団体を支援し、そのノウハウに学び、他の団体に活かせ
るように助言をすることで、登録された地域団体にとっても T-ACTのメリットとなるであろう。
　T-ACTボランティア参加者数は、少なかった2014年度や突出して多かった2016年度を除いて100名前後で推
移しており、2019年度も97名であった。グラフには示していないデータであるが、ボランティアに参加する学
生も2017年度からの 3年間は新規で参加する人数の割合が半数を越えており、T-ACTがボランティア活動を始
めるにあたっての窓口になっていることがうかがえる。先に述べたように、一つの団体が提供する複数の活動に
参加する学生もいることから、継続的な利用も認められる。引き続き学生への周知を図り、ボランティア活動の
入り口としての認知を広めつつ、登録団体の協力も得ながら、学生が様々な体験をできる機会を提供できると良
いであろう。

2 ．T-ACT フォーラムの利用状況
　T-ACTフォーラム来室者数の変遷を図 9に示した。2019年度の延べ来室者数は1198名であり、実来室者数は
796名であった。なお、2019年度からは延べ来室者の中に、T-ACTボランティアに関連する学外者の来室者も
含めることとした。したがって、2018年度からの延べ来室者数と2019年度からの延べ来室者数では意味合いが
異なるが、同一グラフ上に示すこととした。また、来室者（学生、教職員、地域団体からの来客など）の来室目
的の割合を図10に示した。来室目的についても、2019年度より集計方法を変更したため、これまでの変遷では
なく単年度の割合という形で示した。また、T-ACTボランティアに関する来室者の利用目的も統合して集計し
た。T-ACTアクションの新規申請に関する相談などの利用（A新規）が20.0％、T-ACTアクションの運営のた
めの相談や作業といった利用（A継続）が33.3％、T-ACTプランの新規申請に関する相談などの利用（P新規）
が0.3％、T-ACTプランの運営のための相談や作業と
いった利用（P継続）が1.1％、T-ACTボランティア
に関する学生からの相談（V学生）が5.9％、T-ACT
ボランティアに関する地域団体からの相談（V団体）
が3.6％、T-ACTサポーターの来室（サポーター）が
3.9％、総合科目に関する利用（授業）が17.5％、そ
の他の理由による学生の利用（その他（学生））が
11.5％、その他の理由による教職員の利用（その他（教
職員））が1.2％、その他の理由による学外からの来室
者の利用（その他（学外））が1.8％であった。
　T-ACTフォーラムへの来室者数は2018年度に比較
して減少した。例年通りの水準よりも少なめである
と言える。では、どういった利用の減少が見られた
かというと、2018年度の利用目的分類との比較とは
なってしまうが、主に T-ACTアクション関連の利用
やサポーターの利用が減少したと考えられる。2018年
度の T-ACTアクション関連の利用割合は計68.5％で
あったが、2019年度は53.3％に落ち込んでいる。特に
継続利用の数が低下している。また、サポーターによ
る利用も6.1％から3.9％に落ち込んでいる。この結果
は、T-ACTにおけるアクションの申請数の低下と連
動していると考えられる。まず、学生によるアクショ
ンの企画運営という点では、メールによる相談で要件
が解決した場面や、学生の独力で企画を進めることが
できた場面が多かったという点が継続利用の低下につ
ながっていると考えられ、これらは悪い点ではないと
言える。一方で、T-ACTの印刷機や各種物品を活用
する企画が少なく、プランナーがオーガナイザーを引
き連れて利用するといったことが少ないという面もあ
る。これも学生の独力で実施できたという意味では良
いことであるが、T-ACTを活用するメリットなどが 図10　2019年度の T-ACT フォーラム来室者の利用目的

図 9 　T-ACT フォーラム来室者数の変遷

濃色： 薄色：
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十分に伝わっていないという可能性もある。せっかく利用できる T-ACTの資源を、「知らなかった」という理由
で利用していないのだとしたら、それは望ましくないであろう。したがって、より積極的に T-ACTを活用する
ように促すことも必要であると考えられる。サポーターによる利用が少なかったというのも、同様のことが言え
ると考えられる。すなわち、サポーター自身も T-ACTをあまり頼らずに自身の活動ができたり、サポーターの
サポートを他の学生が必要とせずに活動できたりということも言える。また、2019年下半期の申請数が伸び悩ん
だことも含めて考えると、T-ACTのメリットなどの周知が不十分であるがために、企画を申請し、実行に移して
いく学生が T-ACTにつながっていないという面もあると考えられる。したがって、既に T-ACTを利用している
学生に対しても、まだ T-ACTがどんなところかを知らない学生に対しても、そのメリットをしっかり伝えてい
く広報活動はますます重要であると言える。
　利用割合が増えたものとしては、まず T-ACTボランティアが挙げられる。2018年度はボランティア関連で計
4.2％の利用率であったが、2019年度は計9.5％であった。T-ACTボランティアは T-ACTフォーラムに来室して
ボランティア活動に参加するだけでなく、メールや電話といったやり取りで活動に参加することもできるので、
実際の T-ACTボランティア利用数は利用率以上に存在していると言える。T-ACTをボランティア活動の窓口と
して知り、活用する学生が増えていると考えられる。また、地域団体からの相談についても同様に、フォーラム
に直接来室せずとも、メールや電話を通じた相談があり、地域団体のニーズに応えていると言える。こうした学
生と地域をつなぐ機能を引き続き強化するとともに、より一層の広報が求められるであろう。
　利用割合が増加した授業については、2018年度よりも履修人数が多く、かつ全体の利用者数が減ったための
結果であろう。他の利用目的については大きな変化がないが、その他の割合が引き続き10％を越えていること
から、T-ACTに特に用事はなくとも利用できるような「居場所」としての機能や、とりあえず「やってみたい」
を相談した上で他の適切な支援につながる最初の窓口の機能なども、引き続き保っていると考えられる。総じて、
T-ACTフォーラムは、T-ACTに関する活動を促進する機能だけでなく、学生が気軽にかつ安心して過ごせる「居
場所」の機能や、学生および地域団体にとって新たな活動を創生するためのコワーキングスペースのような機能
など、多様な学生支援機能を持ちつつあると言え、その機能を十分に生かすための視点も今後の T-ACTを考え
る上で必要であろう。

3 ．T-ACT による人間力の成長
　T-ACTアクション・プランの利用者の活動終了後の人間力の成長に関する調査を、Webアンケートで行って
いる。参加力、体験力、コミュニケート力、統率力、企画力の 5つを人間力の指標として想定し、それにくわ
えて体験を通じた自己理解の深まりについて、それぞれを測定する質問項目を定めている（表 1）。

表 1 　人間力を測定する項目

参加力：積極的に活動に取り組む力
　活動の実現に向けて自分なりに努力できた
　活動に積極的に関わることができた
　活動の実行に貢献することができた
　活動にできるだけ多く参加できた
　互いに協力し合いながら、活動を進めることができた
体験力：活動の中で感じとり考える力
　活動を通して、新しいまたは忘れていた⾃分の⻑所に気づくことができた
　活動を通して、自分の改善すべき点を知ることができた
　活動を通して、喜怒哀楽を感じることができた
　活動を通して、なんらかの新しい発想を得ることができた
　いろいろな出来事を見聞きできた
　活動に参加して、いろいろと考えさせられる体験ができた
コミュニケート力：他者と関わる力
　他のメンバーに対して自分の意見を伝えることができた
　他のメンバーと積極的に関わることができた
　自分の気持ちを伝えることができた
　他のメンバーの意見に耳を傾けることができた
統率力：メンバーをまとめる力
　他のメンバーに対して公平に接することができた
　孤立したメンバーがいないかどうか注意を払うことができた
　指示を出し、効率よくメンバーを動かすことができた
　活動の目的、あるいは目標を達成させることができた
　リーダーシップを発揮することができた
企画力：創造し計画し実現する力
　活動に関して様々なアイデアを発想することができた
　活動を実現するために適切な計画を立てられた
　活動を実現する際に生じる問題点を予測しておくことができた
　ある程度計画通りに活動を遂行できた
　活動に関係する情報を多く集めることができた
その他
　自分について考えさせられる体験ができた
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　調査対象は T-ACTアクション・プランの活動を終えた学生もしくは教職員であった。活動中に表 1の質問項
目をどの程度感じたかを 4件法で尋ねた。 5つの人間力についての回答結果は図11から図15までに示した。自
己理解の深まりについての項目の結果については図16に示した。2019年度の調査対象は40名であり、そのうち
プランナーが25名、オーガナイザーが13名、パーティシパントが 2名であった。なお。パーティシパントは 2
名であったため、パーティシパントのみの回答状況は示さないこととした。
　全体の回答状況をみると、いずれの項目も「とても当てはまる」「少し当てはまる」と回答した割合が70％を
越えており、T-ACTへの参加によって人間力の成長や自己理解の深まりを得られる学生が多いことを示してい
る。役割別でみると、オーガナイザーとしての参加よりもプランナーとしての参加の方が、人間力の成長や自己
理解の深まりを得られている傾向があるのは例年通りである。プランナーといった、企画においてより重要な役
職にいる学生の方が、総合的に見て豊かな体験ができることは、体験型の学習機会を提供している T-ACTなら
ではの特徴であると言える。各人間力を見てみると、より高次の力であると定義されている統率力、企画力と
いった能力の方が、達成が難しい傾向にあることも想定通りの結果である。ただし、例年であれば参加力、体験

図11　T-ACT 参加時の役割と参加力の成長 図12　T-ACT 参加時の役割と体験力の成長

図13　T-ACT 参加時の役割とコミュニケート力の成長 図14　T-ACT 参加時の役割と統率力の成長

図15　T-ACT 参加時の役割と企画力の成長 図16　T-ACT 参加時の役割自己理解の深まり
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力、コミュニケート力に比較して、統率力、企画力の達成度が低いという傾向になるのであるが、2019年度は
コミュニケート力の達成が 5つの人間力の中でも達成が難しいようであった。より高次と考えられている人間
力についても、T-ACTに参加して役割をステップアップしていくことで、徐々に達成できるようになると言え
るであろう。こういった結果は、毎年の活動報告で確認できるため、T-ACTに参加することによって、多くの
学生が人間力の成長や自己理解の深まりを得られ、より企画への関わりが強い役割で参加することによって、そ
の学びは大きくなることが示されていると言える。
　本調査の今後の課題については、回答数の減少が挙げられる。現状、参加した学生に、コンサルタントから個
別に協力をメールなどで依頼しており、労力の負荷や依頼漏れの問題が認められる。また、参加者がアンケート
へ回答するにあたっても、すぐにアンケート回答ができるのではなく、何段階かのページ遷移や入力を経たうえ
で、アンケート回答フォームに続くといった形で、労力がかかることも事実である。より労力がかからず、依頼
漏れも防げるようなアンケート依頼の仕組みがあれば、回答数の増加にも寄与できると考えられる。また、現在
は T-ACTアクション・プランのみに回答を求めているが、T-ACTの効果を考える上では T-ACTボランティア
への参加者へもアンケートを依頼することが望ましい。

4 ．2019年度のイベント開催状況
○公開シンポジウム
　T-ACT推進室は、学生のさらなる活動の発展と地域参画を促進するため、筑波大学内外に向けて学生の活動
と T-ACTの成果を発信し、意見交換や交流による関連組織との連携を図るイベントを開催している。それが公
開シンポジウムと活動報告会である。特に公開シンポジウムにおいては、上記の目的の他にも T-ACTの支援体
制を振り返り、今後の支援のあり方を考えるという目的も含まれる。

・開催概要
　　日時：2019年12月 6日（金）14：00～17：00
　　場所：筑波大学東京キャンパス118講義室・120講義室

・当日の様子
　2019年度の公開シンポジウムは「「やってみたい！」でつながろう　～大学間連携の新たな可能性～」という
テーマのもと、学生の自主性・社会性を育てるための特色ある学生支援制度を持つ他大学との交流の機会とし、
どのような連携体制を取りうるかの検討をするために千葉大学、筑波学院大学、東京工業大学、拓殖大学、明治
大学、法政大学、東京大学の 7校の参加・協力のもと、開催した。本学を含めた 8校の教職員及び学生と当日
来場者をあわせて計69名が参加した。

第 2 部ポスターセッションの様子 第 3 部パネル・ディスカッションの様子

第 1 部 T-ACT 推進室員と学生による T-ACT 紹介佐藤副学長による開会の挨拶



University of Tsukuba146

実
施
状
況
報
告

　シンポジウムは佐藤忍副学長（学生担当）の挨拶で始まり、第 1部『学生の自主性・社会性を育くむ、特色
ある学生支援』にて上記の 8校による学生支援制度の紹介や在学生の体験談の発表が行われた。第 2部『ポス
ター発表・交流－各大学の取り組み』では、各大学によるポスター展示と紹介を通じて、参加者同士が自由に意
見交換をし合いながら、交流を深めることができた。第 3部『「やってみたい！」を応援する、大学間連携の模索』
では、各大学の支援制度に対する質疑や意見交換が積極的に行われ、今後の連携についての可能性が検討された。
　学生の自主性・社会性を育てるために各大学が行っている様々な取り組みを学びあえたことが一つの連携の成
果であった。また、今後の連携のあり方として、各大学の持つ学生支援のノウハウを積極的に情報交換しつつ蓄
積することの必要性が指摘された。総じて、学生および教職員ともに普段はなかなか関わることのできない他大
学と交流できたことや、学生同士の連携の可能性が芽吹いたことなど、たいへん実りの多い会となった。

○活動報告会および企画表彰
　2019年度の活動報告会は、T-ACTアクション表彰と合わせて上半期のみの実施となった。下半期の活動報告
会は新型コロナウイルス流行の防止の観点から、実施を見合わせた。
　上半期の活動報告会は 9月27日（金）（14：30～18：00）に、筑波大学総合研究棟 B112講義室にて開催された。
上半期活動報告会の参加者は学生が15名、教職員が10名、学外からの参加者が12名、計37名であった。例年に
比較して参加人数が少なく、今後の活動報告会の意義について再考が必要であると考えられる。
　T-ACTアクションへの表彰とは、活動の奨励を目的に、上半期、下半期それぞれの期間で終了した企画のう
ち、参加者の人間力をより高めたと評価される企画に与えられる表彰である。表彰対象としてノミネートされ、
活動報告会にてプレゼンテーションを行う企画は、T-ACT推進室員による選考で選び出された。上半期活動報
告会における最終的な賞は、活動報告会でのプレゼンテーションに対する、活動報告会来場者の投票によって決
定した。下半期活動報告会は実施できなかったため、下半期にノミネートされた企画には推進室会議にて決定し
た賞を授与した。他にも、上半期および下半期には、T-ACTで活動する学生へのご支援をくださった教職員へ
グッド・パートナー賞を贈呈した。また、下半期には、特に学生への教育的な配慮を行っていただいたボラン
ティア登録団体へ感謝状を贈呈した。これらの表彰授与や感謝状贈呈について、表 2および表 3にまとめた。

表 2 　2019年度上半期に表彰された企画

賞 承認番号 企画名
最優秀賞 18048A ツクライブ！

優秀賞 18033A ようこそ、ピアサポートへ！
−みんなで助け合えるキャンパスを目指して－

優秀賞 18039A 君の詩的センスを魅せつけろ！
特別賞 18044A おさんぽ chat 〜がんばる、を考える〜

サポーター賞 18031A つくば ごみばこ ぷろじぇくと
19004A つくば ごみばこ ぷろじぇくと vol.2

奨励賞 18038A ⼈つくば ver.2〜⼈⽂学系有志発表会〜
奨励賞 18043A 言つくば
奨励賞 18046A 生つくば
奨励賞 18053A 超学生団体新歓 -2019-

ノミネート数 9

グッド・パートナー賞 小山慎一
（芸術系）

18031A つくば ごみばこ ぷろじぇくと
19004A つくば ごみばこ ぷろじぇくと vol.2

表 3 　2019年度下半期に表彰された企画

賞 承認番号 企画名
奨励賞 18049A ゆうゆうゆう会

奨励賞 18051A To be myself
－あなたは自分の人生をどんな『ものさし』で測りますか－

奨励賞 19001A 盆 LIVE2019

奨励賞 19003A 育児中の学生達による子ども同伴交流会 :
Students’ BBQ with your kids.

奨励賞 19005A つくばアスリートレストラン（TAR）
奨励賞 19010A もっと、インプロをやろう！
奨励賞 19015P つくば子育て外国人家族サポートプロジェクト
奨励賞 19017A BLUE ONE BEAT! 2019
奨励賞 19022A Higa Coffee 1.0

ノミネート
以外の特別賞

仮19019A Run for Haagen
19020A Bravo! Art

ノミネート数 9

グッド・パートナー賞 宮本昌子
（人間系）

18049A ゆうゆうゆう会
19029A ゆうゆうゆう会 Vol.2

グッド・パートナー賞 深澤浩洋
（体育系） 19005A つくばアスリートレストラン（TAR）

ボランティア感謝状 茨城
YMCA

19023V 子どもと一緒におもいっきり遊ぼう！YMCA ボランティア募集！
19030V 【スキーキャンプ】⼦どもの成⻑を⽩銀の世界で応援しよう！� 等



編集後記

　2019年度の T-ACT活動を振り返る前に、2020年 6月時点で世界的な影響を及ぼし続けている新
型コロナウイルスについて言及しておきたいと思います。いきなりネガティブな話になってしまいま
すが、新型コロナウイルスが猛威を振るったことによって、社会のあり方は大きな変化を余儀なくさ
れました。
　学生もその影響を大きく受けて、他者とのコミュニケーションや学習環境に劇的な変化が生じてい
ます。具体的には、他者との対面を避けざるをえなくなり、正課の活動ですら最小限の外出しか許さ
れず、基本的にオンライン上で行わなければなりません。課外活動はそれ以上に大きく制限されてお
り、学生が自分たちの「やりたい」を実現できない状況が強いられています。
　2019年度の T-ACTの活動に対する影響は僅かですが、それでも 2019年度末（2020年 2月・3月）
から、T-ACTの活動も自粛を余儀なくされています。2019年度から 2020年度にかけて、自分たち
の「やりたいこと」が「やりたいタイミング」で「やりたい場所」でできるという、今までの“普通”
が様変わりしてしまったと言えます。
　2019年度の T-ACT活動の傾向としては「学生同士や地域社会とのつながりを大切にする活動」
や「学生である自分を知り直すような活動」が多かったように思います。人と人とのつながりを意識
すること。そのつながりの中で学生たる自分に何ができ、今後をどう生きていくかを問うこと。「やっ
てみたい」を通じて、そういったことを感じ、考えた経験は、“普通”が激変しつつある今だからこ
そ一層輝く体験であったのではないでしょうか。2020年度 6月時点で、そうした志向性をもった活
動が新しい“普通”に適応しようと変化しながら続いてくれています。「やってみたい」を単に実行
するだけでなく、その活動の体験が、「社会の中でどう生きるのか？」という個々人の問いに示唆を
与えてくれるものであるよう、引き続き学生たちのサポートを続けていくことが T-ACTの使命であ
りましょう。

T-ACTコンサルタント
黒田卓哉

　活動報告書をお読みいただき、ありがとうございました。2019年度も、魅力的で素敵な活動が多く、
編集作業で改めて学生の楽しい様子を確認することができました。T-ACTでの活動が学生の充実し
た学生生活の一部になってくれていたら嬉しいです。
　2019年度のボランティア活動については、これまでと同様に、活動を通じて社会との関わりを学
べたことと思います。例年、参加登録を行った後の学生から T-ACTへの相談は多くありません。そ
の要因に、ボランティア登録団体と学生の繋がりが強いという事が考えられます。ボランティア登録
団体に活動の場を提供してもらい、活動中の疑問や相談に乗ってもらうことで、継続的な活動や同団
体の他の活動に繋がります。その結果、ボランティア登録団体と学生の絆ができることが T-ACTへ
頼らず、社会との関わりを学びながらより良い活動へと繋がったのではないでしょうか。
　また、学生の活動が大学内に留まらず、地域に受け入れていただくことは、学生だけの努力ではど
うにもなりません。ボランティア登録団体の皆様には、いつも広い心で受け入れていただいたこと、
深く御礼申し上げます。
　学生には、授業やアルバイトに疲れていても、好きなことができる T-ACTの活動が思い出や将来
の糧になってくれていることを願っています。引き続き、T-ACTフォーラムは、学生の皆さんの心
に寄り添っていける場所であることを目指し、サポートができればと思っています。

T-ACTボランティアアドバイザー
飯島由香



2019 年度 T-ACT推進室員一覧 2020 年度 T-ACT推進室員一覧

所　属 職　名 所　属 職　名

室長 加賀　信広 人文社会系 教授　学生生活支援室長 室長 加賀　信広 人文社会系 教授　学生生活支援室長

副室長 杉江　　征 人間系 教授 副室長 杉江　　征 人間系 教授

室員 土井　裕人 人文社会系 助教 室員 木村　周平 人文社会系 准教授

大友　貴史 人文社会系 准教授 星野　　豊 人文社会系 准教授

松枝　未遠 計算科学研究センター 助教 石川　　香 生命環境系 助教

中内　　靖 システム情報系 教授 中内　　靖 システム情報系 教授

後藤　嘉宏 図書館情報系 教授 後藤　嘉宏 図書館情報系 教授

三輪　佳宏 医学医療系 講師 村田　知弥 医学医療系 助教

李　　燦雨 体育系 助教 坂本　拓弥 体育系 助教

坂本　拓弥 体育系 助教 上浦　佑太 芸術系 助教

原　　忠信 芸術系 准教授 田附あえか 人間系 助教

田附あえか 人間系 助教 青柳　悦子 人文社会系 教授

田中　　博 計算科学研究センター 教授 土井　裕人 人文社会系 助教

青柳　悦子 人文社会系 教授 唐木　清志 人間系 教授

唐木　清志 人間系 教授 慶野　遥香 人間系 助教

慶野　遥香 人間系 助教 田中　　博 計算科学研究センター 教授

黒田　卓哉 学生生活支援室 助教　T-ACT専任教員 黒田　卓哉 学生生活支援室 助教　T-ACT専任教員　

葛山　清光 学生部学生生活課 課長 葛山　清光 学生部学生生活課 課長

つくばアクションプロジェクト活動報告書
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筑波大学　T-ACT推進室

〒 305-8577　つくば市天王台 1-1-1

TEL　029（853）2222
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【チャリテ
ィーラン】

障がいのあ
る人と共に

走ろう！

【子どもと
遊ぶボラン
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お休みの日
に子どもと

関わりなが
ら自分を磨

こう！
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【スキ
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子ども
の成長

を

白銀の
世界で

応援し
よう！


